
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ） 到達目標の観点 到達目標

2022年度 授業シラバスの詳細内容

10点 20点
単位数 4 　配当学年 / 開講期 4 年 / 通年

ナンバリングコード E41204
　大分類 / 難易度
　科目分野

経営経済学科 専門科目 / 総合レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】
ゼミでの発言や興味関心の強さなど、そして、グループワーク
に積極的に参加する。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

スポーツに関する知識の習得ができている。各自の興味関心
のあるテーマの現状について理解している。

必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。

10点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

グループワークにおいて，自分の考えや意見をメンバーに伝
えることがで、各自の興味関心のあるテーマについて表現す
ることができる。

30点

20点

スポーツリテラシーⅠ、Ⅲ、Ⅴ、生涯スポーツ指導、健康の科学、NSCA認定校カリキュラム科目

授業コード E002726 　クラス名 吉田ゼミ

担当教員名 吉田　明

（３）アクティブ・ラーニング 「プレゼンテーション」

履修上の注意、
履修条件

ゼミは発表・討論を通じて学ぶ場であり，自分の考えていることを相手に正確に伝えることを意識的
に行っていきます。そのためにも問題を明確化するとともに，積極的な参加を期待し、「皆がゼミに
参加しているという意識」を強く持ち、発言を行っていきます。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
レポート、発表資料内容をもとに判断します。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
　
最終の授業中に全体に向け、講評・解説を行う。

教科書

【思考・判断・創造】 資料を元に自身の考えを持ち、課題解決を行うことができる。 10点

ゼミで案内します。

参考文献及び指定図書 ゼミで案内します。

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

ゼミナールⅣを担当する教員（吉田明）は、社会人、プロスポーツ選手を経て、引退後、プロコーチ
も経験しヘッドコーチや監督を務めた（中学・高校・大学・社会人・ラグビー教室）。現在、日本体育
学会、日本コーチング学会、日本ラグビー学会に所属し、日本スポーツ協会コーチディベロッパー、
ワールドラグビーエデュケーターも務める。講演活動やコーチング活動、ラグビーイベント、ラグビー
教室なども行っている。

○その他

授業の目的

スポーツチームのマネジメント・組織変革、リーダーシップ、チームワーク、チーム分析について、自
身で知識を身に付け、テーマを選択し調査を行います。同時に得た知識を人に分かりやすく説明す
る「プレゼンテーション」や「レポート、論文」の技術の習得も行います。4年間の大学生活やスポー
ツ活動において、「社会人として通用する人間になる」ための自己実現に向け、自己研究を通じて
視野を拡大させることを最終到達目標と考えています。

プレゼンテーション実施のために作成する卒業研究発表の内容により加点します。
プレゼンテーション実施のなかで、その内容や質疑応答をし、その解答に対して優れた学生には加点します。

授業の概要

毎回担当者を決め、自身の知識、研究テーマを選択し調査を行い、論文作成の進捗状況について
プレゼンテーションをしてもらい、ディスカッションを行います。また、同時に得た知識を人に分かり
やすく説明し、「レポート、論文」の技術の習得も行います。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード E002726 科 目 名 授業コード E002726
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

2022年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

オリエンテーション 各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

吉田　明 吉田　明

復習 大学生活、クラブ活動について、将来の目標や現在の取り組みをまとめる 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション

ゼミナールⅣ授業の形態、出欠・成績評価方法、受講態度、授業内容の説明を行います。 各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

予習 ゼミナールⅢの授業内容を確認する 予習 研究発表データを作成、発表の準備

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（発表）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 研究発表データを作成、発表の準備

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（発表）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

卒業論文の進捗状況を発表します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 発表の準備

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（発表）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

卒業論文の進捗状況を発表します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 発表の準備

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（修正）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

卒業論文の進捗状況を発表します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 発表の準備

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正・見直し

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（修正）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

発表後、語彙や内容を修正し、卒業論文の完成を目指します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 指摘された箇所の改善・修正

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正・見直し

各自の卒論テーマをプレゼンテーション、ディスカッション 卒業論文の作成（修正）

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

発表後、語彙や内容を修正し、卒業論文の完成を目指します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 指摘された箇所の改善・修正

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の改善・修正・見直し

各自・グループが決定したテーマに対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒
業論文のを完成を目指します。

発表後、語彙や内容を修正し、卒業論文の完成を目指します。

予習 研究発表データを作成、発表の準備 予習 指摘された箇所の改善・修正



科 目 名 授業コード E002726 科 目 名 授業コード E002726
担当教員 担当教員

17. 25.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

18. 26.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

19. 27.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

20. 28.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

21. 29.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

22. 30.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

23. 31.

約2時間
約2時間

24. 32.

約2時間
約2時間復習 指摘された箇所の修正 復習

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習

復習 指摘された箇所の修正 復習

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習

復習 指摘された箇所の修正 復習 大学生活を振り返る

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

4年間の大学生活について、今後の進路について面談を行います。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 今後の進路について考える

復習 指摘された箇所の修正 復習 今後の進路について考える

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション ゼミナールⅣのまとめ

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

4年間の大学生活について、今後の進路について面談を行います。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 大学生活を振り返る

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション 個人面談

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 卒業論文の語彙や内容を確認する

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション 各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 卒業論文の語彙や内容を確認する

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション 各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 卒業論文の語彙や内容を確認する

復習 指摘された箇所の修正 復習 指摘された箇所の修正

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション 各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

各自・グループの卒業論文に対してプレゼンテーション後、語彙や内容、形式等に関するディスカッションを実施し、卒業論文
完成を目指します。

予習 卒業論文の語彙や内容を確認する 予習 卒業論文の語彙や内容を確認する

学修内容 学修内容

各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション 各自の卒業論文をプレゼンテーション、ディスカッション

2022年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

○授業計画
ゼミナールⅣ （Seminar Ⅳ）

吉田　明 吉田　明


